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〈概要〉　本稿では，　 「大学生の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 の 改善が主体性に及ぼす効果 の 実証研究」

（平成24年度科学研 究費，代表 ：林徳治）の
一

環 として 実施 した授業実践の うち
， 個 々 の 学生が ボ ス

タ
ー

（絵図）の制作を通 し て ，意図 した情報 の 効果的な表現 ・伝達の あ り方および短 い 言葉 と絵図 で

表現する必要性を学ぶ 「ポス タ
ー

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 」 の 概要お よびそ の 有用性 に つ い て 述 べ る．
〈 キ

ー
ワ
ー

ド〉　 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン
， プ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ ン，主体性，ポ ス タープ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ ン

1 ，は じめ に

　本研 究は，大学の 教養教育にお い て筆者 らが

開発 し た学習 モ ジ ュ
ー

ル を実践 し，大学生 の コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力の 改善 に よる主体性 の

向上 を3年計画 の 最終 目標 とす る もの で ある．

2年 度は ， 先行研究で の 成果に加 え，新た な学
習モ ジ ュ

ール を含 む授業実践 に重点 を置き遂

行 し た．

　本稿 で は ， 新た に開発 し た学習モ ジ ュ
ー

ル で

あ るポ ス タープ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン （以下，ボ ス

タープ レ ゼ ン と略記 ）の 授 業実践に つ い て報告

す る．ま た ，
ポ ス ターの 成果物に加え ， 授業後

に学 習内容 の 内省お よ び 情報 共 有 を うな がす
た め 活用 し たfacebookの 投稿文 よ り，本授業 の

効果 と有用性に つ い て ま とめ た．

　なお，本研 究全 体の 概説に つ い て は， 「大学
生 の コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 能力 の 改善が主体性
に 及 ぼす効果 の 実証研 究 （2）」　 （本学会第28
回年会論文集） を参照され た い ．

2 ．授業の 概要

　2012 年度前期，林が担 当する授業4科 目にお

い て コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 の 改善 （図 1）を
め ざし，開発 した学習 モ ジ ュ

ール をア ク テ ィ ブ

ラ
ー

ニ ン グの 形 態で実施 し た．本稿で は ， 立命
館大学の 教養ゼ ミナー

ル （以下，教養ゼ ミ と略

記）および学校教育演習 の 授業 15回 の うち2 回

にわ た り実施 した ポ ス タープ レ ゼ ン の概要 に

っ い て 述べ る．

［受講者］ ・学校教育演習 ： 3回生27 名

　　　　　　　主 に教員志望

　　　　　
・教養ゼ ミ ； 1〜4回生 36名

　　　　　　　テ
ー

マ 晴 報通信（ICT）社会にお

　　　　　　　ける コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン活動」

［授業 日］ ・2012年6月26 日 （1回 目）

　　　　　
・2012年7月 3日 （2回 目）

図 1 コミュ ニ ケーショ ン 能力の イメージ

（1）ポ ス タープ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン

　ポ ス タープ レゼ ン は ， 課題 に沿 っ た ポ ス ター

の 制作お よび 口頭に よ る説明を通 して ， 自分 の

の 考 えを的確 に 表現 する力 お よび意図 し た 情

報 を効果的に伝達す る力 の 改善をめ ざす も の

で ある．また，絵 図に よる情報伝達 の 重要性 の

認 識 を めざす もの で もあ る．ポ ス タープ レ ゼ ン

の 到達 目標は次 の 2点で ある．

  自らの 考えを ポ ス タ ーに 的確 に表 現 し ， 相手

　の 視覚に訴え る こ とが で き る

  ポ ス タ
ー

を用 い て 意図 し た情報 を 口 頭 に よ

　 り効果的に伝達するこ とが で きる

　なお，本授業実施以前に受講者は ，図 1の 3つ

の 力を 改善す る学習 モ ジ ュ
ー

ル を均等 に学習
してお り，それ ら能力を活か して ポ ス タ

ー
プ レ

ゼ ン に 臨ん だ．以下 に，授業の 実施内容を示す．

◆ 1回 目

  2〜3分の ビデオ 教材 を視聴 し，得た情報をもと

　に その 内容を紹介する1枚の ポス ターを制作．大

　きさはA4 用紙程度 手書き／ コ ン ピ ュ
ー

タの 利

　用，イ ラ ス ト／写真の 利用な ど表現手段は任意
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  制作 したポ ス タ
ー

を複数人 と交換 し，ビデオ教

　材の 内容が的確に表現で きて い るかポス タ
ー

に

　 つ い て 相互評価，

　 1回 目は，主に情報収集す る力 ，表 現す る力

を軸 と し た活動を行 っ た．相互評価 は，可視化

され たポ ス タ
ー自体 に必 要 な情報が含まれ て

い るか，相手 の 興味を引く表現で あ るか ，そ の

趣 旨が相手 に どれ だけ伝 わ る か と い う観点 で

記述によ り行 っ た．

◆ 2回 目

  各自が 「将来 の 夢 」 をイ メ
ージ した 1枚 の ボ ス タ

　ー
を制作，A4用紙程度，表現手段は任意．

  ポ ス タ
ー

を見せなが ら，そ の 意図につ い て2分 の

　マ イ ク ロ プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン を 他 の 受講者3人

　 と交替 して 行 い ，ポ ス ター
自体 の 評価 と 口 頭 に

　よ る伝達の 効果に つ い て相互 評価．

　マ イ ク ロ プ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン （林 ，

1996）は，

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン の 時間 ・内容 ・人数な ど規

模 を縮小 し て行 い そ の 訓練に 役立 て るもの で あ

り ， 言語情報 （話 し こ とば） ， 聴覚情報 （声 の

大きさ ・速 さ），視覚情報 （表情 ・態度），メ

ディ ア利用 （ポ ス タ
ー

な ど）， 理解度 ， 関 心度

定着度の 7っ の観点 よ り相互評価を行 っ た．2回
目は ，ポ ス ター自体の 表現力 に 加 え，口頭で 伝

達 す る力を軸 と した活 動 を行 っ た ，相 互 評価 は，

記述 お よび 二 人 で 7点を分け合 う形 とした，

（2 ）facebookの 活用

　授業後に は，図 2に示 すfacebookを活用 して

学習内容に関す る問い か けを行 っ た ．本実践2

回 に対 する投稿は ， 学校教育演習で 19件，教

養 ゼ ミ で 16件 で あ っ た．facebookに よる投稿

は ，学習内容 の 内省 ，個 々 の ア イディ ア や意見

の 共 有，他者 に受容 ・肯定 され る こ とに よる さ

らなる動機づ けな どが期待 で きた．

3 ．授業実践の成果

　以下，　facebookか ら得 られ た投稿文を抜粋 し

て ポ ス タープ レ ゼ ン の 成果 お よび 有用 性 に つ

い てま とめ る．

（1 ）気づ き
・ポ ス タ

ー自体か ら得 ら れ る 可視化 され た情報

よ りも ， ポス タ
ー

の 説明 を聞 く こ とで 得られ

る情報の 方が影響 力が大き い ．
・ポ ス タ

ー
は，情報の 吟味が必 要．取捨選択の

カ を鍛 え る こ とで 口頭で の 伝 え る力 も高ま

る の で はない か．
・ポ ス タ

ー
は，プ レ ゼ ン の

一
つ の 道具 （メデ ィ

ア ）．ポ ス ターに頼 りす ぎて ，自分の 考えを

自分 の 言葉で 表現 で きない の で は本末転倒 ．

7βは、rポスターを馬い たマイ クロブレゼンテ」 シ琶ン3 を級いまし

た。 籃さんは嬢を学び．今後どのように漬かしたい ですか〜
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図2facebeekの 画面

（2 ）有用性
・一人 ひ と り個性 の ある ポ ス タ

ー
で ， こ れ か ら

の 学びにおい て モ チ ベ ーシ ョ ン が上 が っ た ．
・教育実習 の HR で の 利用 とし て，児童 ・生徒

が 1週間で
一

番お もし ろか っ た こ とを ボ ス タ

ー
と して 作 り発表する こ とに活かせ る，

・絵図に よるポ ス タ
ー

などで 子 ども達 の 興味を

引 い た うえで伝 える こ とがで きる．

　学校教育演習で は，受講者が主 に教員志望 で

あるため，教育現場 の 視点か らポ ス タープ レ ゼ

ン の 有用 性 に つ い て 記述す る者が 多か っ た ．そ

し て ，受講者の 多くが
一

様に述 べ て い た点 は，
シ ン プ ル なポ ス タ

ー
が 良い と い う点 で ある．こ

の 点は ，学校で の 教材設計や ス ライ ド設計に 有

用で ある．っ ま り，情報 を精選 して表 現 した う

えで もっ と知 りた い と思 う欲望や疑問を もた

せ る こ とで相手 の 興味を引き ， ポ ス タ
ー （メデ

ィ ア ）と口頭で の プ レ ゼ ン に よる効果的 な伝達

が 可能 となる．

　あ る事象を伝達す る際に ， 口頭 あ るい はボ ス

ターなど視覚だけの 表現よ りも，両者 を合わせ

る こ とで相乗効果が期待で きる とい う点は ，想

像に難 くな い ，本実践を通 して ， 受講生はボ ス

タ
ーなど可視化 された メ ディ ア の 特徴 （イ メ

ー

ジ生成 ， 記憶 ， 興味な ど）や，口 頭など言語の

特徴 （即時性，
一

過性な ど）を各々 段 階を通 し

て 体得 した．

　結果 よ り ， 受講生 は こ れ らを組 み合わ せ た表

現
・伝達能力 の 重要性 は もちろん の こ と ， そ の

基幹とな る論理 的 な思考能力の 必 要性 に 気づ

い た と考 える．さ らに ， 気づ きや興味関 心 など

情意面 に お い て ，彼 らの 主体性 を育む うえ で 本

実践は有用 な成果 を収め る こ とが で きた と考

え る ．今後，本研究 を遂行 す る うえ で ， 本実践

が コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン能力の 3つ の 力を組み 合

わ せ た必 須の 学習モ ジ ュ
ー

ル と して位置づ け

る こ と が 可能 と考え る ．
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